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北陸新幹線を
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東
京
駅
か
ら
は
じ
ま
る
北
陸
新
幹
線
は

２
０
１
５
年
に
金
沢
駅
ま
で
つ
な
が
り
ま

し
た
。
計
画
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
の
令
和

４
年
度
末
に
い
よ
い
よ
敦
賀
ま
で
つ
な
が

り
ま
す
。
他
県
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
整
備
主
体
で
あ
る

「
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
」
の
５
つ
の
分
野
の
所
長
に
そ
れ
ぞ
れ

の
工
事
に
つ
い
て
、
説
明
を
お
伺
い
し
ま

す
。
建
設
所
長
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
建
築

■
土
木
工
事
で
は
■

　

新
幹
線
に
は
、
山
の
中
を
走
る
た
め
、

ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
る
工
事
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
川
を
跨
ぐ
と
こ
ろ
に
は
、
橋
り
ょ

う
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
上
よ

り
高
い
と
こ
ろ
に
連
続
し
て
架
け
ら
れ
た

橋
（
高
架
橋
）
の
上
を
走
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
工
事
の
う
ち
、
敦
賀
市
内
で
特
徴
的

な
も
の
は
「
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
」
・
「
深

山
ト
ン
ネ
ル
」
・
「
敦
賀
駅
高
架
橋
」
・

「
敦
賀
車
両
基
地
」
が
あ
り
ま
す
。

■
整
備
新
幹
線
と
は
■

　

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
に
基
づ
く
昭
和

48
年
の
「
整
備
計
画
」
に
よ
り
整
備
が
行
わ

れ
て
い
る
「
北
陸
新
幹
線
」
な
ど
５
路
線
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
は
平
成
24

年
６
月
29
日
に
金
沢–

敦
賀
間
の
着
工
認
可

■
北
陸
新
幹
線
の
概
要
■

　

北
陸
新
幹
線
金
沢–

敦
賀
間
は
、
総
事

業
費
１
兆
４
，
１
２
１
億
円
、
線
路
延
長

１
２
５
㎞
で
、
工
事
延
長
は
、
１
１
５
㎞

あ
り
、
工
事
の
内
訳
は
、
橋
り
ょ
う
・
高

架
橋
な
ど
が
約
３
分
の
２
、
ト
ン
ネ
ル
が

約
３
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
幹
線

の
駅
は
、
金
沢
駅
か
ら
、
小
松
駅
・
加
賀

温
泉
駅
と
続
き
、
福
井
県
内
に
入
り
、
芦

原
温
泉
駅
・
福
井
駅
・
南
越
（
仮
称
）

駅
、
敦
賀
駅
で
す
。
当
面
の
終
着
駅
と
な

る
敦
賀
駅
に
は
、
車
両
基
地
も
整
備
さ
れ

ま
す
。

■
新
幹
線
が
で
き
る
ま
で
■

　

ま
ず
、
工
事
が
認
可
さ
れ
る
ま
で
に
ル
ー

ト
・
駅
位
置
の
選
定
、
構
造
種
別
の
概
略
、

工
事
期
間
等
に
つ
い
て
調
査
し
工
事
計
画
を

作
成
し
ま
す
。
工
事
着
工
後
は
、
地
元
説
明

会
、
中
心
線
測
量
、
設
計
協
議
、
構
造
物
設

計
な
ど
を
行
っ
た
後
、
新
幹
線
建
設
に
必
要

な
用
地
に
つ
い
て
協
議
し
取
得
し
ま
す
。 

そ
の
後
、
詳
細
な
設
計
を
実
施
し
、
工
事
発

注
、
工
事
説
明
会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、

新
幹
線
が
走
行
す
る
た
め
に
は
、
「
土
木
工

事
」
・
「
建
築
工
事
」
・
「
電
気
工
事
」
・

「
機
械
工
事
」
・
「
軌
道
工
事
」
と
い
っ
た

多
岐
に
わ
た
る
工
事
を
実
施
し
ま
す
。 

各

工
事
に
つ
い
て
、
安
全
面
・
品
質
面
・
工
程

面
・
予
算
面
で
の
工
事
管
理
を
行
い
、
工
事

が
完
了
す
る
と
必
要
な
検
査
、
実
車
走
行
試

験
を
含
む
諸
試
験
を
実
施
し
、
完
成
・
開
業

と
な
り
ま
す
。

鉄道建設・運輸施設整備
支援機構 敦賀鉄道建設所

建設所長　柏
かしわぎ

木　 亮
りょう

 氏

■
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
■

　

新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
１
９
．
８

km)

は
、
南
越
（
仮
称
）
駅
と
敦
賀
駅
間

に
位
置
し
、
北
陸
新
幹
線
区
間
で
は
２
番

目
、
陸
上
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
も
国
内

６
番
目
の
長
さ
で
、
全
体
を
６
工
区
に
分

け
て
施
工
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
６
月
に
工
事
に
着
手
、
令
和

２
年
７
月
10
日
に
全
工
区
で
貫
通
し
ま

し
た
。
貫
通
ま
で
約
６
年
を
要
し
ま
し
た

が
、
地
質
不
良
に
伴
う
突
発
湧
水
等
に
も

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な

低
減
す
る
ル
ー
ト
へ
変
更
す
る
こ
と
に
加

え
、
工
事
の
実
施
に
伴
い
中
池
見
湿
地
に

及
ぼ
す
環
境
影
響
の
回
避
・
低
減
を
目
指

し
て
、
「
環
境
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、

水
環
境
・
動
植
物
環
境
等
へ
の
工
事
に
よ

る
影
響
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
敦
賀
駅
高
架
橋
■

　　

高
架
橋
は
、
地
上
か
ら
の
高
さ
が
20 

m
以
上
と
非
常
に
高
く
、
駅
上
屋
の
最

も
高
い
位
置
で
は
37
ｍ
に
も
及
ぶ
高
さ

と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
数
の
お
客
様
の
乗
換
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
整
備
新
幹
線

と
し
て
初
め
て
と
な
る
、
1
階
に
特
急

列
車
ホ
ー
ム
、
2
階
に
乗
換
コ
ン
コ
ー

ス
、
3
階
に
新
幹
線
ホ
ー
ム
を
配
置
し

た
3
層
構
造
の
上
下
乗
換
施
設
を
有
す

る
構
造
と
な
る
予
定
で
す
。

■
敦
賀
車
両
基
地
■

　

延
長
約
1.5

 

km
、
最
大
幅
１
６
０
m
、

最
大
盛
土
高
さ
約
13 

m
、
面
積
約
９
ha
、

盛
土
量
約
61
万
㎥
（
東
京
ド
ー
ム
0.5
杯

分
）
で
、
金
沢–

敦
賀
間
で
唯
一
の
車
両

基
地
で
す
。
基
地
内
に
は
、
夜
間
や
始

発
ま
で
新
幹
線
車
両
を
留
置
す
る
「
着

発
収
容
線
」
が
７
線
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
仕
業
検
査
と
呼
ば
れ
る
高

速
走
行
を
終
え
た
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
や

台
車
、
足
回
り
を
中
心
と
し
た
部
品
の

点
検
、
ブ
レ
ー
キ
装
置
や
Ａ
Ｔ
Ｃ
（
自

動
列
車
制
御
装
置
）
、
ド
ア
開
閉
装
置

等
、
重
要
な
保
安
機
器
の
動
作
チ
ェ
ッ

ク
を
2
日
に
1
度
実
施
す
る
車
両
基
地

と
な
り
ま
す
。

事
故
も
な
く
無
事
掘
削
を
完
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
覆
う
工
事
や
レ
ー
ル
を
敷
設
す

る
た
め
の
路
盤
整
備
を
行
い
、
来
年
１
月

末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

■
深
山
ト
ン
ネ
ル
■

　

深
山
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
７
６
８
ｍ
）

は
、
南
越
（
仮
称
）
駅
と
敦
賀
駅
間
に
位

置
し
、
平
成
24
年
７
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
に
登
録
さ
れ
た
「
中
池
見
湿
地
」
付
近

を
通
過
す
る
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
令
和
2

年
８
月
３
日
に
貫
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
金
沢
‐
敦
賀
間
の
12
本
す
べ
て
の

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
と
な
り
ま
し
た
。
工
事

認
可
後
、
湿
地
の
水
環
境
・
自
然
環
境
へ

の
影
響
に
つ
い
て
有
識
者
か
ら
な
る
委
員

会
に
て
検
討
が
行
わ
れ
、
環
境
保
全
措
置

と
し
て
環
境
へ
の
影
響
を
、
よ
り
回
避
・

　

現
在
、
土
木
工
事
の
最
盛
期
で
あ

り
、
資
機
材
・
作
業
員
等
の
不
足
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
内
で
慢
性
的

な
不
足
状
態
が
続
い
て
お
り
、
材
料
の

一
部
を
九
州
よ
り
海
送
す
る
等
し
て
、

影
響
を
最
小
限
に
留
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
令
和

４
年
度
末
の
敦
賀
開
業
に
向
け
、
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次回（10月号・Vol.2）は
建築工事についてです。
土木工事 ⇒ 建築工事

　
敦賀車両基地（イメージ図）

 

全工区貫通した新北陸トンネル（田尻工区内）

敦賀駅上下乗換施設

３階：新幹線ホーム 

２階：乗換コンコース

１階：特急ホーム

敦賀車両基地内での橋りょう架設工事 

北陸新幹線ルート（金沢ー敦賀間）

新幹線工事の流れ

所
長
・
電
気
所
長
・
機
械
所
長
・
軌
道
所

長
の
順
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
整
備
新
幹
線
は
、

「
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
」

が
新
幹
線
施
設
を
整
備
、
保
有
し
、
営
業
主

体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
施
設
を
貸
し
付
け

る
上
下
分
離
方
式
に
よ
り
運
営
さ
れ
ま
す
。

お
聞
き
し
ま
し
た
。

2023年春の敦賀開業に向け
て、工事を進めています。


